
国有林野 事業の取組

東北森林管理局

　

今
年
度
、
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、「
海
岸
防
災
林
の
再
生
」、「
復
興
に

向
け
た
機
動
的
な
木
材
供
給
」、「
国
有
林
の
積
極
的
な
活
用
」の
３
つ
を
重
点

目
標
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
24
年
11
月
４
日
に
は
、
宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
荒
浜
地
区
で

「『
み
ど
り
の
き
ず
な
』再
生
植
樹
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
海
岸
防

災
林
の
復
旧
・
再
生
を
中
心
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
東
北
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

国
有
林
に
お
け
る
海
岸
防
災
林
復
旧（
約

6
0
0
ha
）の
ほ
か
、
宮
城
県
知
事
か
ら
の
要

請
に
よ
り
仙
台
湾
沿
岸
地
区
の
民
有
林
に
お

け
る
海
岸
防
災
林（
約
６
５
０
ha
）の
復
旧
を

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

被災前の海岸防災林（宮城県岩沼市）平成18年撮影

被災後の海岸防災林（宮城県岩沼市）平成23年撮影

岸
防
災
林
約
１
４
０
㎞
が
被
災
し
ま
し
た
。

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
被
災
し
た
海
岸
防

災
林
の
復
旧
・
再
生
を
行
う「
み
ど
り
の
き
ず

な
」再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
管
轄
す
る

●
仙
台
湾
沿
岸
に
お
け
る
海
岸
防
災
林
の
再
生

～
「
み
ど
り
の
き
ず
な
」再
生
植
樹
式
～

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
規
模
な
津
波
に

よ
り
、
青
森
県
か
ら
千
葉
県
に
か
け
て
の
海

東日本大震災からの
復旧・復興に向けた取組

－ 海岸防災林復旧による将来イメージ －

海岸保全区域 保安林（海岸防災林） 保安林

海岸付近のゾーン
クロマツ主体

貞山堀

計画防潮堤
（他省庁所管）

陸側ゾーン
老齢林目標

図１　 仙台湾沿岸における海岸防災林復旧による将来イメージ
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し
、
早
期
復
旧
の
た
め
に
は
が
れ
き
の
撤
去

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
城
県
等
か
ら
、
国
有
林
野
を
が
れ
き

の
一
時
置
場
と
し
て
使
用
し
た
い
と
の
要
請

が
あ
り
、
被
災
し
た
海
岸
林
等
を
最
大
で
約

４
２
３
ha
地
元
自
治
体
に
提
供
し
ま
し
た
。

そ
の
後
が
れ
き
の
処
理
が
終
了
し
た
箇
所
に

つ
い
て
は
返
地
さ
れ
、
現
在
は
、
が
れ
き
の

一
時
置
場
敷
と
し
て
約
２
９
７
ha
及
び
二
次

処
分
場
用
地
と
し
て
約
28
㏊
を
宮
城
県
・
仙

台
市
等
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
ま
と
め

　

海
岸
防
災
林
の
再
生
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
各
地
区
で
事
業

を
進
め
、
概
ね
５
年
程
度
で
森

林
の
生
育
基
盤
と
な
る
２
～
３
m

の
盛
土
を
行
い
ま
す
。
生
育
基

盤
を
造
成
後
、
防
風
工
等
の
施

工
が
完
了
し
た
箇
所
か
ら
順
次

植
栽
を
行
い
、
全
体
の
復
旧
を

概
ね
10
年
程
度
で
完
了
さ
せ
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
復
興
用
資
材
と
し
て

の
木
材
需
要
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
用
の
原
料
ニ
ー
ズ
に
も
適
切

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
木
材
の

安
定
供
給
に
努
め
る
な
ど
、
東

北
地
方
の
復
興
に
向
け
、
引
き

続
き
組
織
を
上
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

協
力
も
得
な
が
ら
植
栽
等
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
一
定
期
間
、

協
定
に
基
づ
き
継
続
的
に
植
栽
か
ら
保
育
ま

で
の
森
林
整
備
活
動
等
を
行
う
地
方
公
共
団

体
、
民
間
団
体
を
昨
年
末
に
公
募
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
工
事
の
進
捗
に
応
じ
て
、
仙
台

湾
沿
岸
地
区
の
国
有
林
に
お
い
て
同
様
の
公

募
を
行
う
予
定
で
す
。

●
復
興
に
向
け
た
機
動
的
な
木
材
供
給

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
寄
与
す
る

た
め
、
東
北
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
に

あ
る
豊
か
な
森
林
資
源
を
住
宅
・
土
木
・
漁

業
用
資
材
と
し
て
、
地
域
の
復
興
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
安
定
的
か
つ
機
動
的
に
供
給
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
仮
設
住
宅
の
土
台
用
杭

丸
太
原
木
の
供
給
や
岩
手
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
や
岩
手
県
森
林
組
合
連
合
会
等
と
協

力
し
て
、
被
災
し
た
カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖

用
筏
を
作
成
す
る
た
め
の
丸
太
の
供
給
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
を
受

け
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
き
の
こ
原
木
の

供
給
に
向
け
、
供
給
可
能
箇
所
を
選
定
し
、

関
係
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
や
現
地
案
内
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
国
有
林
の
積
極
的
な
活
用

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災
地
で
は
津

波
被
害
に
伴
う
膨
大
な
量
の
が
れ
き
が
発
生

植樹する参加者たち

完成した養殖用筏

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
仙
台
湾
沿
岸
の
海
岸

防
災
林
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
か
ら
な
る
検
討
会
の
報
告
書
に
お
い
て
示

さ
れ
た
再
生
方
針（「
今
後
に
お
け
る
海
岸
防

災
林
の
再
生
に
つ
い
て
」（
平
成
24
年
２
月
））

に
基
づ
き
、
早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

仙
台
湾
沿
岸
で
は
、
仙
台
市
若
林
区
荒
浜

地
区
の
国
有
林
に
お
い
て
平
成
24
年
５
月
に

生
育
基
盤
盛
土
工
事
に
着
手
し
、
現
在
、
仙

台
市
か
ら
山
元
町
ま
で
の
各
市
町
で
、
同
様

の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
盛
土
材
料
に
は
、

災
害
廃
棄
物
を
分
別
・
無
害
化
し
安
全
が
確

認
さ
れ
た
再
生
資
材
も
用
い
て
、
盛
土
工
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
末
に
は
、
工
事
箇
所
の
一

部
で
生
育
基
盤
の
造
成
が
完
了
し
、
植
栽
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
11
月

４
日
に
、
海
岸
防
災
林
の
役
割
の
重
要
性
や

再
生
工
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
元
自
治
体
、
地

域
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
約
２
０
０
名
の
参
加

者
の
も
と
で
、
仙
台
市
若
林
区
荒
浜
地
区
の

国
有
林
約
０
．
５
ha
に
お
い
て「
み
ど
り
の
き

ず
な
」再
生
植
樹
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

植
樹
式
で
は
、
飛
砂
、
潮
風
等
に
耐
性
の

あ
る
宮
城
県
産
の
松
く
い
虫
抵
抗
性
ク
ロ
マ

ツ
及
び
防
風
効
果
を
高
め
る
た
め
十
分
な
樹

高
と
な
る
宮
城
県
産
の
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
を
計
２
，
２
０
０
本
植
栽
し
ま
し
た
。

　

こ
の
荒
浜
地
区
で
は
、
そ
の
後
に
生
育
基

盤
の
造
成
が
完
了
す
る
約
２
ha
を
対
象
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
の
民
間
団
体
に
よ
る
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